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その他編著として，The Emerging New Regional Order in Central and Eastern Europe（Slavic 
Research Center, Hokkaido University, 1997），The Construction and Deconstruction of National 


















































1965年岡山市生まれ。University of Durham（England），Ph.D.; Golden Gate Baptist Theological 
Seminary（U. S. A.），M.Div.; 慶應義塾大学大学院，教育学修士。東京基督教大学専任講師を経
て，聖学院大学総合研究所准教授。キリスト教神学，倫理学。2010年4月より聖学院大学総合
研究所教授。
〔著書・論文〕“Theology of Culture in A Japanese Context: A Believers’ Church Perspective,” 
“The Challenge of Yoder and Hauerwas’ Theology in the Japanese Context,” “H. Richard Niebuhr 
and John Howard Yoder: Theology of Culture,” 「キリスト教と戦争：歴史的概観と今日の課題」，
As a Consultant Editor, 2006,The New Lion Handbook: Christian Belief, General Editor, Alister 











〔著書〕 『カール・シュミットとその時代̶̶ シュミットをめぐる友・敵の座標̶̶ 』（共著，
風行社，1997年）。
















































〔著書〕 『フランツ・ローゼンツヴァイク̶̶ 〈新しい思考〉の誕生̶̶ 』（知泉書館，2010年）。
〔論文〕 「瞬間と解体̶̶ H・コーエンとF・ローゼンツヴァイクにおける啓示と倫理̶̶ 」（『聖
学院大学総合研究所紀要』第42号，2008年），「現実性と真理̶̶ フランツ・ローゼンツヴァ
イクの経験論̶̶ 」（『宗教研究』第358号，日本宗教学会，2008年）ほか。


























〔論文〕 「美術における『公衆』の誕生̶̶ 1740年代後半の論争を中心に̶̶ 」『一橋論叢』第
131巻第2号，日本評論社，2004年2月，55̶73頁；「王立美術館のメッセージ̶̶ ダンジヴィ
レの奨励制作とルーヴル宮美術館創設計画̶̶ 」『日本18世紀学会年報』第20号，日本18世
紀学会，2005年6月，55̶66頁；「ダンジヴィレの奨励制作̶̶ 自国史への関心と『フランス
派』の形成」，『鹿島美術研究』，鹿島美術財団，年報第26号別冊，2009年11月，183̶194頁；
「ルーヴル美術館構想の萌芽̶̶ リュクサンブール宮ギャラリーの開設とその機能（1747̶1750
年）̶ ̶」，『一橋社会科学』，2009年11月，第1巻第2号，1̶13頁ほか。
〔翻訳〕 『コロー展』（展覧会カタログ），共訳，読売新聞社，2008年6月；『ルーヴル美術館
展̶̶ 美の宮殿の子どもたち̶̶ 』（展覧会カタログ），共訳，朝日新聞社，2009年3月；『ター
ナーから印象派へ』（展覧会カタログ），共訳，アルティス，2009年7月ほか。
小松﨑 利明　こまつざき・としあき
国際基督教大学大学院行政学研究科博士後期課程博士候補資格取得退学。聖学院大学，放送大
学非常勤講師。
〔翻訳〕 リチャード・フォーク「平和のグランドセオリーの地平」（村上陽一郎編『平和と和解
のグランドデザイン』̶̶ 東アジアにおける共生を求めて』風行社，2009所収，133-150頁），
フィリップ・ウエスト「戦争の悲哀̶̶ その地図作製に向けて」（村上陽一郎・千葉眞編『平
和と和解のグランドデザイン̶̶ 東アジアにおける共生を求めて』風行社，2009所収，195-
234頁），トーマス・J・ショーエンバウム「日本と近隣諸国との領土および海洋をめぐる紛争
の解決に向けて̶̶ 問題と機会」（国際基督教大学社会科学研究所・上智大学社会正義研究所
編『「平和・安全・共生」の理論と政策提言にむけて』風行社，2010所収（印刷中））。
16
藤 掛　 明　ふじかけ・あきら
1982年大東文化大学文学部卒。臨床心理士。法務省に入省し，心理技官として勤務。富山少
年鑑別所首席専門官を最後に，2003年より聖学院大学総合研究所専任講師。2007年同准教授。
東京神学大学，徳島文理大学大学院非常勤講師を兼ねる。日本犯罪心理学会理事，日本描画テ
スト描画療法学会常任理事。牧会ジャーナル編集委員。
〔著書〕 『非行カウンセリング入門』（金剛出版），『描画テスト描画療法入門』（金剛出版），『あ
りのままの自分を生きる』（一麦出版社），『雨降りの心理学』（焼焼社）など。
衣笠　詩子　きぬがさ・うたこ
2010年，聖学院大学大学院人間福祉学研究科修了。現在，日本バプテスト連盟宣教研究所職
員。牧師の研修などの準備，運営に関する業務に従事している。
